


新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か

ら
地
域
福
祉
の
推
進
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
「
能
登
半
島
地
震
」
が
発
生
し
、
石
川
県

能
登
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

被
災
地
を
支
え
る
た
め
、
兵
庫
県
か
ら
も
多
く
の
福

祉
関
係
者
が
現
地
に
出
向
き
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
や
福
祉
避
難
所
の
運
営
支
援
な
ど
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
折
し
も
今
年
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
か
ら
30
年
を
迎
え
る
年
で
あ
り
、
災
害
に
備
え
た

日
頃
か
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

さ
て
、
現
在
、
長
期
化
し
た
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

残
る
中
、
物
価
高
騰
が
重
な
り
、
全
国
的
に
社
会
的

孤
立
や
生
活
困
窮
の
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
各
地
域
で
は
、
住
民
や
多
様
な
主
体
が
支

え
合
う
地
域
共
生
社
会
の
実
現
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

に
向
け
た
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
兵
庫
県
社
協

と
し
て
も
、
各
市
区
町
社
協
に
「
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ

ト
ワ
ー
カ
ー
」
を
配
置
し
、
連
携
し
な
が
ら
生
活
に

困
窮
す
る
人
へ
の
相
談
支
援
と
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
充
実
を
目
標
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
市
区
町
域
で
社
会
福
祉
法
人
が
連
携
し
て

取
り
組
む
「
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

県
内
46
の
市
区
町
で
組
織
化
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
福

祉
法
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
制
度
の
狭
間

で
支
援
が
届
か
な
い
方
、
制
度
は
あ
っ
て
も
支
援
に

結
び
つ
か
な
い
方
へ
の
暮
ら
し
を
支
え
る
多
様
な
取

り
組
み
が
生
ま
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
全
県
的
に
活

動
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
県
社
協
の
中
期
計
画

「
２
０
２
５
年
計
画
」
は
、
令
和
７
年
度
が
計
画
の

最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
同
計
画
の
基
本
目
標
「
つ

な
が
り
で
笑
顔
輝
く 

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
や
大
規
模
災
害
に
備
え
た
協

働
の
取
り
組
み
を
、
市
町
社
協
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
社
会
福
祉
法
人
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
О
な
ど
と
共

に
進
め
る
所
存
で
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

“
ほ
っ
と
か
へ
ん
”
を
合
い
言
葉
に
す
す
め
る

共
生
の
ま
ち
づ
く
り

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長

入
江 

武
信

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会

役
員
一
同

会
長入

江 

武
信

 

（
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

副
会
長

田
口 

勝
彦

 

（
丹
波
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

谷
村 

誠

 

（
兵
庫
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会 

会
長
）

大
江 

秀
謙

 

（
兵
庫
県
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会 

会
長
）

玉
田 

敏
郎

 

（
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会 

理
事
長
）

常
務
理
事

尾
山 

健
司

 

（
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会 

常
務
理
事
）

理
事水

田 

宗
人

 

（
西
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会 

理
事
長
）

萩
原 

絹
夫

 

（
小
野
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

秋
山 

紀
史

 

（
神
河
町
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

伊
藤 

宣
廣

 

（
朝
来
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

廣
地 

タ
マ
ヘ

 

（
洲
本
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
民
の
皆
様
の
ご
負
託
を
い
た
だ
き
、
昨
年
11
月

よ
り
知
事
と
し
て
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
新
た
な
施
策
や
改
革
に
取
り
組
ん
だ
１
期
目
の

挑
戦
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
兵
庫
の
未
来
を
切
り
拓

い
て
い
き
ま
す
。

第
１
は
、
若
者
が
輝
く
兵
庫
づ
く
り
。
教
育
費
の

負
担
軽
減
や
教
育
環
境
の
充
実
、
不
登
校
対
策
の
強

化
、
不
妊
治
療
支
援
の
充
実
な
ど
、
若
者
の
不
安
を

解
消
し
、
一
人
ひ
と
り
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を

整
え
ま
す
。

第
２
は
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
兵
庫
づ
く
り
。
万

博
を
機
に
、
地
場
産
業
や
農
業
、
芸
術
文
化
な
ど
県

内
各
地
の
活
動
現
場
へ
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を

誘
う
ひ
ょ
う
ご
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
の
ほ
か
、

次
世
代
産
業
や
有
機
農
業
の
振
興
な
ど
、
多
様
な
活

躍
の
場
を
広
げ
ま
す
。

第
３
は
、
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
兵
庫
づ
く
り
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
の
節
目
を
迎
え
る
中
、

震
災
の
経
験
と
教
訓
を
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
取
組
を

強
化
し
ま
す
。
特
殊
詐
欺
被
害
対
策
な
ど
の
暮
ら
し

の
安
全
を
守
る
取
組
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。
戦
後
80

年
の
節
目
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦
没
者
を
追
悼
し
、

戦
争
体
験
を
継
承
す
る
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

物
価
高
騰
が
続
き
、
将
来
不
安
が
大
き
い
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
を
お
持
ち
の

方
、
様
々
な
事
情
で
生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
々
に
き
め
細
や

か
に
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

保
育
・
子
育
て
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
ケ
ア

リ
ー
バ
ー
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、ひ
き
こ
も
り
な
ど
様
々

な
困
難
に
直
面
す
る
方
へ
の
支
援
強
化
な
ど
、
誰
ひ

と
り
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
共
生
社
会
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

果
敢
な
挑
戦
で
新
し
い
時
代
を
ひ
ら
く
「
躍
動
す

る
兵
庫
」
の
実
現
に
は
、
県
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ

せ
た
オ
ー
ル
兵
庫
で
の
取
組
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ど

う
ぞ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

躍
動
す
る
兵
庫
へ 

さ
ら
な
る
挑
戦

兵
庫
県
知
事

大
畑 

和
典

 

（
兵
庫
県
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会 

副
会
長
）

坂
本 

津
留
代

 

（
神
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会 

理
事
長
）

伊
達 

惠
一

 

（
兵
庫
県
保
育
協
会 

会
長
）

藤
澤 

徹

 

（
兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会 

会
長
）

松
端 

信
茂

 

（
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
施
設
部
会 

部
会
員
）

西
田 

勉

 

（
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ 

常
勤
理
事
）

木
村 

佳
史

 

（
兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会 

理
事
長
）

多
村 

孝
子

 

（
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ 

常
務
理
事
）

服
部 

洋
平

 

（
兵
庫
県
副
知
事
）

小
西 

康
生

 

（
神
戸
大
学 

名
誉
教
授
）

松
端 

克
文

 

（
武
庫
川
女
子
大
学 

教
授
）

三
宅 

由
佳

 

（
税
理
士
）

監
事松

原 

一
郎

 

（
尼
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会 

理
事
長
）

中
川 

裕
美
子

 

（
兵
庫
県
知
的
障
害
者
施
設
協
会 

副
会
長
）

松
山 

康
二

 

（
公
認
会
計
士
）
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　災害ボランティアが一般化する契機となった
阪神・淡路大震災から、今年で30年となります。
今回の特集では、ひょうごボランタリープラザ
の元所長で神戸大学・兵庫県立大学名誉教授の
室﨑益輝氏と、ボランティア活動の実践に広く
携わる被災地ＮＧＯ恊働センター代表の頼政良
太氏に、この30年間の災害ボランティア活動の
歩みやボランティア活動のこれからについてお
話を伺いました。

写真上から
� 被災地での足湯ボランティア�やさしや足湯隊
� 石川県珠洲市でのボランティア活動�ダリア（宝塚市）�

（大規模災害ボランティア応援プロジェクト）
行政、社協、NPOの三者による災害救援ボランティア活動支援関係団体連絡会議

ボランティアによる災害廃棄物の運び出し（ボランティアバス）

阪
神
・
淡
路

　
　
大
震
災
か
ら
30
年

～
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

　
　
　
　
　
　

 

歩
み
と
こ
れ
か
ら
～

特集特集
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SPECIAL EDITION

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動　

30
年
の
歩
み

毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
地
震
、
大
雨
等
の
自
然

災
害
。
現
在
、
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
、
物
資

を
届
け
た
り
、
土
砂
を
掻
き
出
し
た
り
、
被
災
者
が

一
息
つ
け
る
居
場
所
を
つ
く
っ
た
り
と
、
全
国
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
駆
け
つ
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
平
成
７
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
機
に
全
国
に
広
が
り
、
同
年
は
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
と
い
う
節
目
と
し

て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
振
り
返
る
に
あ
た
り
、

神
戸
大
学
・
兵
庫
県
立
大
学
名
誉
教
授
の
室
﨑
益
輝

氏
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
の
出
会
い

私
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
出
会
っ
た
の
は

昭
和
47
年
９
月
の
京
都
市
を
流
れ
る
音
羽
川
が
氾
濫

し
た
水
害
で
し
た
。
そ
の
水
害
で
は
、
友
人
の
実
家

が
泥
ま
み
れ
に
な
っ
た
の
で
現
場
に
駆
け
つ
け
、
泥

だ
し
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
し
た
。当
時
は「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
言
葉
も
一
般
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
地
元
の
学
生
が
た
く
さ
ん
来
て
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
今
で
言
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
素
地
が

確
か
に
あ
り
ま
し
た
。

震
災
当
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
か
け
た
想
い

そ
の
後
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ
り
、
多
く

の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
被
災
地
に
駆
け
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
私
は
研
究
者
と
し
て

災
害
と
関
わ
る
立
場
で
あ
り
、
復
興
や
防
災
に
役
立

て
ら
れ
る
よ
う
、
震
災
の
記
録
を
残
す
の
が
使
命
だ

と
考
え
、
県
内
外
か
ら
「
被
災
者
の
た
め
に
」
と
駆

け
付
け
た
２
０
０
０
人
も
の
学
生
と
共
に
約
50
万
棟

の
建
物
被
害
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
行
政
に

よ
る
調
査
で
は
な
く
、
学
生
が
現
地
に
足
を
運
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
立
場
で
遺
族
や
被
災
者
の
声
を
丁
寧

に
聞
き
取
っ
た
か
ら
こ
そ
、
被
災
者
の
協
力
が
得
ら

れ
、
貴
重
な
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
被
災
地
の
研
究
者
と
し
て
、「
被
災
者
に

は
尽
く
す
け
ど
、
自
分
の
為
に
は
や
ら
な
い
」
こ
と

を
信
条
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
た
ち
に
、「
こ

の
調
査
で
得
た
知
識
で
論
文
は
書
い
て
は
い
け
な
い
」

と
指
示
し
、
集
め
た
デ
ー
タ
は
誰
で
も
自
由
に
使
え

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
活
動
を
含
め
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
多
く
の
方
が
被
災
地
の
復
興
・

復
旧
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
活
動

を
す
る
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

「
地
元
主
体
」
で
生
ま
れ
た
市
民
活
動

被
災
地
の
復
興
で
は
、
市
民
が
主
人
公
と
な
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
現
場
か

ら
「
被
災
者
を
助
け
よ
う
」
と
い
う
市
民
運
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
き
が
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
市
民
運
動
が
成
熟
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
組
織
化
さ
れ
て
現
在
も
活
躍
し
て
い

ま
す
。
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は
、
こ
れ

ら
の
組
織
が
協
働
す
る
場
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

震
災
か
ら
30
年
が
経
ち
、
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会

情
勢
の
変
化
に
伴
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
捉
え
方

も
大
き
く
変
化
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
る
の
は

特
定
の
人
た
ち
に
留
ま
っ
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。

震
災
当
時
は
「
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助
け
よ
う
」

と
自
発
的
に
動
く
人
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
震
災

の
経
験
が
無
い
人
に
そ
れ
を
ど
う
伝
え
る
か
が
難
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
一
人
一
人
の
生

活
に
余
裕
が
な
い
社
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
文
化
が
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
一
因
だ
と
思

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
被
災
地
に
向
か
う

に
は
、
お
金
は
も
ち
ろ
ん
時
間
も
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
財
政
的
な
支
援
や
社
会
全
体
の
理
解
な
ど
が

重
要
で
す
が
、
例
え
ば
、
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
く
こ
と
を
応
援
し
て
い
る
学
校
は
少
数
に
と
ど
ま

り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、

積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
が
、
多

く
の
学
校
は
、授
業
が
最
優
先
と
な
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

室﨑　益輝　氏
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ア
活
動
を
禁
止
し
て
い
る
学
校
さ
え
あ
る
の
が
現
状

で
す
。

さ
ら
に
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
被
災
地
か
ら「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
来
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
心
情
的

に
も
や
も
や
し
て
い
た
も
の
が
、「
行
か
な
く
て
良
い
」

と
い
う
理
由
付
け
に
な
っ
た
こ
と
、
体
制
が
十
分
に

整
備
さ
れ
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
に
消
極

的
な
被
災
地
が
あ
る
こ
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化

の
形
骸
化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
こ
れ
か
ら

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し

て
き
ま
し
た
が
、
災
害
の
頻
発
化
・
激
甚
化
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
切
迫
性
が
高
ま
る
中
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
期
待
は
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
や
す
い
環
境
整
備
と

い
っ
た
支
援
側
に
関
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
受
入

体
制
の
あ
り
方
や
整
備
の
問
題
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、

全
国
一
律
に
社
協
だ
け
に
任
せ
て
良
い
の
か
」「
被

災
地
で
活
躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
連
携

は
誰
が
進
め
る
べ
き
か
」「
連
携
を
進
め
る
上
で
の

財
源
や
権
限
は
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
、
検
討
す
べ

き
課
題
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
が
経
過
し
、
社
会

全
体
が
「
一
人
一
人
が
助
け
合
お
う
」
と
い
う
意
識

を
育
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化
を
ど
の
よ
う
に
作
り

直
す
か
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
私
た
ち
に
問
わ
れ
て

い
る
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
出
合
い�

�

関
わ
る
人
達�
�

～
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
私
～

社
会
情
勢
に
伴
っ
て
人
々
の
意
識
も
変
化
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
以
前
よ
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

も
の
と
感
じ
る
人
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
中
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
出
会
い
、
実
践

を
重
ね
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

学
生
時
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
機
に
、現
在
も

被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊
働
セ
ン
タ
ー
の
代
表
と
し
て
、
被

災
地
支
援
に
邁
進
さ
れ
て
い
る
頼
政
良
太
氏
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
魅
力
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
先
輩
か
ら
の
誘
い

県
外
か
ら
神
戸
の
大
学
に
入
学
し
、
色
々
な
サ
ー

ク
ル
の
歓
迎
会
に
参
加
す
る
中
で
「
ご
飯
お
ご
っ
て

あ
げ
る
」
と
誘
わ
れ
た
の
が
、
後
に
所
属
す
る
「
神

戸
大
学
学
生
震
災
救
援
隊
」
で
し
た
。
入
学
直
前
、

平
成
19
年
の
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、「
仮
設
住
宅
で
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

な
い
か
」
と
誘
わ
れ
、
参
加
し
た
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
入
口
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、
人
に
触
れ
る

初
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
家
が
斜
め
に
な
っ

て
い
る
災
害
現
場
に
衝
撃
を
受
け
る
ば
か
り
で
し
た
が
、

２
回
目
に
は
現
地
の
方
が
私
の
顔
を
覚
え
て
く
れ
て

い
て
、「
あ
ん
た
に
ま
た
足
湯
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
言
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
活
動
を
続
け

る
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。何
度
か
参
加
す
る
う
ち
に
、

現
地
の
方
が
足
湯
に
浸
か
り
、
仕
事
の
こ
と
や
家
族

の
こ
と
な
ど
を
語
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
あ
り
、「
今
、

自
分
は
こ
の
人
の
人
生
に
触
れ
て
い
る
」
と
感
じ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
、
人

生
に
触
れ
て
、
そ
れ
が
自
分
の
成
長
に
も
な
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て
は
面
白
さ
、
楽
し
さ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
魅
力
と
な
っ
て
い
て
、
今
日
ま
で
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

緩
く
、
広
く
、
つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
が
大
事

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
契
機
と
な
り
、
今
で
も
つ

な
が
る
ご
縁
も
あ
り
ま
す
。
能
登
半
島
で
の
足
湯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
き
っ
か
け
に
、
七
尾
市
中
島
町
の
集

落
で
、平
成
21
年
か
ら
地
域
の
お
祭
り
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
つ
な
が
り
の

お
か
げ
で
、
令
和
６
年
の
能
登
半
島
地
震
で
は
速
や

か
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

元
々
、
地
域
内
で
の
人
の
つ
な
が
り
が
強
い
七
尾

市
中
島
町
で
は
、発
災
後
、す
ぐ
に
集
落
の
中
で
困
っ

て
い
る
人
が
い
な
い
か
の
把
握
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

頼政　良太　氏
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SPECIAL EDITION

そ
の
中
で
、
行
政
機
関
へ
の
「
罹
災
証
明
書
」
の
申

請
に
つ
い
て
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
集
落
の
方
々
と
話
し
合
い
、
集
落
の
方
が

地
域
の
分
の
申
請
書
を
ま
と
め
て
行
政
機
関
か
ら
受

け
取
り
、
一
軒
ず
つ
配
布
す
る
動
き
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
地
域
の
つ
な
が
り
が
強
い
か
ら
こ
そ
で

き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
経
験
で
実
感
し
て
い
る
の
は
、「
地
域
の
つ

な
が
り
は
防
災
に
も
つ
な
が
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
島
町
の
例
の
よ
う
に
、
信
頼
関
係
が
で
き
て
い
る

こ
と
で
支
援
に
ス
ム
ー
ズ
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
点
も
あ
り
ま
す
し
、
何
よ
り
、「
切
り
捨
て
ら

れ
る
人
を
つ
く
ら
な
い
」
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

防
災
や
災
害
対
策
と
言
う
と
身
構
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、

平
時
か
ら
緩
く
自
然
体
で
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
、「
誰

か
が
あ
の
人
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
、
気
に
掛
け
て

い
る
」
こ
と
に
な
り
、
災
害
時
の
支
援
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
続
け
て
い
る
人
に
も
、
是
非
、
今
あ
る
「
つ
な

が
り
」
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

「
相
手
の
た
め
」
は
「
自
分
の
た
め
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
得
た
経
験
は
、
今

の
私
の
仕
事
に
も
つ
な
が
り
、
人
生
の
財
産
に
な
っ

て
い
ま
す
。
現
場
に
は
、
自
分
で
見
聞
き
し
て
初
め

て
わ
か
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
聞
く
と
、
相
手
の
た
め
の
自
己

犠
牲
や
奉
仕
活
動
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
も
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
助
け
合
い
の
延
長
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。
難
し
く
考
え
す
ぎ
ず
に
一
度
参

加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
人
と
の

出
会
い
が
楽
し
い
し
、自
分
の
知
ら
な
い
世
界
を
も
っ

と
知
り
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
相
手
に
喜
ん
で
も
ら
お

う
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る
こ
と
が
、
自
分
の
成
長
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
も
活
動
を
始
め
た

当
初
は
、
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

続
け
る
う
ち
に
、
現
地
の
方
が
私
の
成
長
を
喜
ん
で

く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
現
地
に

足
を
運
び
、
や
り
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
市
民
活
動
の
協
働
の

場
と
し
て
生
ま
れ
た
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ

ザ
で
は
、
平
時
か
ら
県
内
の
社
協
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
連
携
・
交
流
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
や
、
県

内
外
の
被
災
地
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
た

め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
関
係
団
体
連
絡
会
議

災
害
時
に
お
い
て
、
支
援
関
係
機
関
等
が
そ
れ
ぞ

れ
の
持
つ
特
性
・
資
源
・
能
力
を
生
か
し
た
迅
速
か

つ
効
果
的
な
支
援
体
制
を
構
築
で
き
る
よ
う
、
平
時

か
ら
の
意
見
・
情
報
交
換
、
課
題
の
検
討
を
行
い
、

相
互
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
訓
練

行
政
、
社
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
三
者
間
で
の
連
携
し

た
支
援
活
動
に
向
け
て
、
平
時
か
ら
の
連
携
や
体
制

の
構
築
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
助
成

ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
寄
附
金
を
財
源
と
し
て
、
県

内
の
グ
ル
ー
プ
・
団
体
が
被
災
地
で
行
う
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

●�

大
規
模
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大
規
模
災
害
時
に
被
災
地
に
お
い
て
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
５
人
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

を
対
象
に
交
通
費
・
宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
（
上
限

20
万
円
）

●
ひ
ょ
う
ご
若
者
被
災
地
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ひ
ょ
う
ご
の
若
者（
15
歳
以
上
～
35
歳
未
満
）が「
被

災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
」
の
適
用
を
受
け
た
被
災

地
に
お
い
て
継
続
的
な
復
興
支
援
を
行
う
活
動
経
費

の
一
部
を
助
成
（
上
限
20
万
円
）

ひ
ょ
う
ご
若
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

若
者
の
力
を
、
県
内
外
の
災
害
発
生
時
に
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
ひ
ょ
う
ご
若
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
隊
」
を
設
置
し
て
、
広
く
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

各
詳
細
は
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
コ
ラ
ボ
ネ
ッ
ト
ひ
ょ
う
ご
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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い
き
い
き
百
歳
体
操
か
ら
生
ま

れ
た
、
地
域
の
交
流
の
場
所

佐
用
町
江
川
地
区
で
は
、「
住
み
慣
れ

た
我
が
家
で
元
気
に
生
き
生
き
と
暮
ら

し
た
い
！
」と
い
う
願
い
か
ら
、地
域
自

治
組
織
で
あ
る
江
川
地
域
づ
く
り
協
議

会
が
、
地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
え
が
お
」

を
立
ち
上
げ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
介

護
福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
が
入
浴
や
食

事
介
助
、
機
能
訓
練
な
ど
を
提
供
す
る

介
護
保
険
制
度
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
異

な
り
、地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、地
域
で

の
助
け
合
い
を
目
指
し
て
、
住
民
が
自

ら
運
営
す
る
定
期
的
な
通
い
の
場
で
す
。

元
々
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
い

き
い
き
百
歳
体
操
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、
参
加
者
か
ら
お
茶
会
や
ゲ
ー

ム
な
ど
も
取
り
入
れ
て
さ
ら
に
楽
し
み

た
い
と
の
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地

域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
え
が
お
」
と
し
て

活
動
の
幅
を
広
げ
、地
域
の
通
い
の
場
・

交
流
の
場
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

代
表
を
務
め
る
山
口
美
佐
江
さ
ん
は

「
活
動
を
広
げ
る
中
、
み
ん
な
が
笑
顔

に
な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
“
え
が
お
”

と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
私
も
含

め
、
お
互
い
に
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も

ら
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

高
齢
化
で
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
っ
て
き
た
地
域
に
と
っ
て
は
、

毎
週
水
曜
日
に
「
え
が
お
」
で
顔
を
合

わ
せ
て
話
を
す
る
時
間
は
貴
重
で
す
。

体
操
で
さ
わ
や
か
に
体
を
動
か
し
た
後
、

「
最
近
体
調
は
ど
う
？
」「
こ
の
間
の
話

の
続
き
は
？
」
な
ど
、
持
ち
込
ん
だ
お

菓
子
を
片
手
に
お
茶
を
飲
ん
で
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
め
る
、
地
域
に
欠
か
せ
な

い
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
続
け
る

「
え
が
お
」
の
活
動

ま
た
、
関
係
者
の
見
守
り
や
協
力
も

「
え
が
お
」
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
事
業
の
発
足
に
向
け
た
協
議

に
参
画
し
た
、
町
社
協
の
清
水
さ
ん
は

「『
み
ん
な
が
気
軽
に
集
い
健
康
を
維
持

す
る
場
所
が
、
今
の
地
域
に
必
要
だ
』

と
い
う
住
民
の
想
い
の
実
現
に
、
行
政

と
共
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
だ
け
」と
、

地
域
の
住
民
と
話
し
合
い
を
重
ね
た
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

「
い
つ
か
は
誰
も
が
助
け
ら
れ
る
側

に
な
る
。
だ
か
ら
み
ん
な
で
助
け
合
う
」

と
い
う
信
念
が
、
住
民
主
体
の
活
動
の

原
動
力
で
す
。「
地
域
の
人
と
集
い
、

会
話
を
す
る
こ
と
か
ら
次
の
活
動
に
つ

な
げ
た
い
」
と
山
口
さ
ん
が
語
る
よ
う

に
、
集
う
人
の
声
を
大
切
に
し
た
「
え

が
お
」
の
取
り
組
み
は
続
き
ま
す
。

取材を終えて
「えがお」の活動が、地域のつながりを深め
ていることが伝わりました。支え合う地域づく
りに向けて取り組む他の地域にも、「えがお」
の活動は参考になる一つの活動です。

江川地域づくり協議会
事務所： 佐用郡佐用町豊福285番地 江川地区文化センター内

笑顔輝く
共生のまちづくり

“笑顔”と“共生のまちづくり”につながる取り組みをレポート

岡山県と接する山あいにある佐用町の江川地
区。ここでは、高齢化が進む中で住民が自ら

「地域デイサービス」を立ち上げ、住民同士
が交流し、支え合う活動を進めています。

故故
郷
は
み
ん
な
で
つ
く
る

郷
は
み
ん
な
で
つ
く
る

地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「
え
が
お
」の
取
り
組
み

「
え
が
お
」の
取
り
組
み

体操で体を動かし、その後の茶話会も
みんなの楽しみです

みんなで集まれば、自然とおしゃべりも
弾みます

地域デイサービス「えがお」の公式YouTube
江川地域づくり協議会のホームページは
こちらから

ホームページ YouTube
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みんなの防災意識を高める活動
加西市社協では、令和３年度から「災害ボラン
ティアセンター設置運営訓練」を実施しており、
例年、地域住民、福祉施設の職員や行政等の関係
者約100名が参加しています。
この訓練では市社協が策定した災害ボランティ
アセンターの設置マニュアルに基づき、それぞれ
の参加者が、センターの運営スタッフや活動に訪
れたボランティア、被災した住民などの役割に分
かれて、被災地での一日の活動を体験する方法で
行われます。活動をより具体的に体験するため、
公民館や福祉施設を被災した場所に見立て、実際
にその場所に赴いて、泥かきや土のう作りなどの
支援を想定した活動を行っています。
体験するボランティア活動の中には掃除などの
軽微な活動も含めることで、住民などが訓練に参
加しやすくなるように工夫もしています。こうし
たことで、大人だけでなく中高生も参加するなど
参加者も広がりを見せています。さらには住民な
どが継続して訓練に参加し、防災への関心が高ま
ることで、他のさまざまな地域活動への参加意欲
を高めることにもつながっています。

「振り返り」もセットにしながら
訓練を継続
訓練は、当日の運営だけでなく、企画・準備段階
から地元のNPO法人「災害ボランティア加西らかん」
と市社協が協力して実施しています。「らかん」の
豊富な災害ボランティアとしての活動経験を生か
すことで、訓練はより充実したものになっています。
この訓練では、特に「振り返り」が重要な時間
になっています。訓練当日は、参加者が感想を述
べあう時間を設け、訓練を通じて感じたことや気
づきを共有するよう働きかけています。また、社
協職員にアンケートを実施し、訓練の反省点を洗
い出します。こうして見えた課題をもとに社協と「ら
かん」とで振り返りの機会を設け、年数を経て訓
練の充実を図ってきました。
これらの積み重ねの結果、この訓練は地域のさ
まざまな人が関わる活動として軌道に乗ってきま
した。訓練に参加した民生委員・児童委員が「ら
かん」とともに能登半島地震の被災地へ支援活動
に出向くなど、新たな展開も生まれています。
災害は、多くの住民が関心を寄せるテーマであり、
多くの参加や協力が得やすいものです。災害時の
支援活動への備えと日々の地域活動の充実を目指
して、これからも加西での取り組みは続きます。

災害への備えから広がる地域づくり
「災害」をテーマにした取り組みは、多くの住民にとって関心が高く、地域のつながりづくりのきっ
かけにもなり得ます。今回は、加西市社協での取り組みを紹介します。

加西市社協

共生のまちづくりに
向けて市町社協が
関わるさまざまな
福祉活動を紹介します。

あなたのまちの

福祉活動
この活動を紹介してくれたのは

加西市社会福祉協議会
☎0790-42-8888

※災害ボランティアセンター
災害時に、支援活動を行うボランティアの受け入れ、被災者
とのマッチングなどに対応する機関として、一般に被災地の
市区町社協に設置されます

中高生も参加しており、
「防災への関心が

より高まった」などの
声も寄せられます

訓練の参加者に
活動内容を説明する

災害ボランティア加西
らかんのスタッフ
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地
域
の
子
ど
も
た
ち
を�

�

孤
立
さ
せ
な
い
た
め
に

令
和
５
年
度
に
入
り
、「
ほ
っ
と
か

へ
ん
ネ
ッ
ト
あ
し
や
」
で
は
、
地
域
で

孤
立
感
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支

援
を
活
動
の
目
的
と
す
る
こ
と
に
決
め

ま
し
た
。

活
動
の
第
一
歩
と
し
て
、
実
際
に
地

域
に
出
て
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
知

る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
、「
夜
の
芦

屋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」を
実
施
。

実
務
者
会
メ
ン
バ
ー
約
20
名
が
、
子
ど

も
た
ち
の
放
課
後
、
市
内
の
公
園
や
児

童
施
設
を
巡
り
、
地
域
と
子
ど
も
た
ち

の
様
子
を
観
察
し
ま
し
た
。
公
園
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
か
け
る
一
方
、

「
共
働
き
家
庭
が
増
え
、
公
園
に
出
て

こ
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
る
の
で

は
」
と
、
外
で
遊
べ
な
い
子
ど
も
が
い

る
こ
と
に
思
い
を
は
せ
る
声
も
挙
が
り

ま
し
た
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
へ
の
挑
戦�

�

連
携
で
実
現
し
た
「
ほ
っ
と
屋
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
後
、
実

務
者
会
議
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
接
点

を
持
つ
こ
と
を
第
一
目
標
と
し
、
親
子

で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
こ
も
り
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
慎

重
な
対
応
や
、
孤
立
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
り
に
参
加
で
き
る
か
な
ど
、

実
施
上
の
課
題
も
議
論
さ
れ
つ
つ
、
６

回
の
実
務
者
会
を
経
て
、
子
ど
も
の
居

場
所「
ほ
っ
と
屋
」が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
に
参
画
す
る

法
人
の
職
員
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
に

遊
び
を
通
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
準
備
を
進

め
ま
し
た
。
そ
う
し
て
迎
え
た
当
日
、

「
ほ
っ
と
屋
」に
は
、幼
稚
園
児
、小
学
生
、

付
き
添
い
の
保
護
者
、
総
勢
15
名
が
参

加
。子
ど
も
た
ち
は
、職
員
た
ち
と「
だ

る
ま
落
と
し
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
で
交
流
し
ま
し
た
。

実
務
者
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
明

倫
福
祉
会
の
土
肥
拓
路
さ
ん
は
、「
企

画
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
は
大
き
な
一
歩
。

“
ほ
っ
と
か
へ
ん
”
を
合
い
言
葉
に
法

人
職
員
が
協
力
し
て
、
望
ま
な
い
孤
立

を
解
消
す
る
と
い
う
目
的
に
向
か
っ
て

前
進
で
き
た
気
が
す
る
」
と
振
り
返
り

ま
す
。
ま
た
、「
ほ
っ
と
屋
の
よ
う
な

居
場
所
づ
く
り
を
続
け
る
こ
と
が
、
地

域
を
つ
な
ぐ
重
要
な
要
素
に
な
る
」
と

語
り
ま
す
。

今
後
は
、
子
ど
も
が
喜
び
そ
う
な
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
を
製
作
し
、
施

設
や
園
に
来
た
子
ど
も
た
ち
に
配
付
す

る
計
画
や
、
居
場
所
に
集
ま
っ
た
子
ど

も
た
ち
が
抱
え
る
不
安
や
悩
み
を
受
け

止
め
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
活
動
を

進
め
ま
す
。

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
あ
し
や
の
取

り
組
み
は
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り

で
す
が
、
そ
の
分
、
新
た
な
協
働
や
活

動
が
生
ま
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
を
孤
立
か
ら
守
る
と

い
う
目
的
に
向
け
た
活
動
か
ら
、
今
後

も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
あ
し
や

事
務
局：

 

芦
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

0
7
9
7
‐
3
2
‐
7
5
2
5 

芦屋市社会福祉法人連絡協議会
（ほっとかへんネットあしや）

子どもを孤立から守る第一歩 「ほっと屋」の取り組み
令和3年度に設立された芦屋市社会福祉法人連絡協議会（以下、ほっとかへん 

ネットあしや）は、市内の21法人が共に活動しています。今回は実務者会が
中心となって始めた、子どもの居場所づくりを紹介します。

地域を歩きながら
公園にいる子どもたちの

様子を確認する
実務者会議のメンバーたち

「ほっと屋」に集い、だるま落としゲームを
楽しむ子どもたち

保護者や子どもたちへ周知を
図った「ほっと屋」のチラシ

「巨大だるま落とし」をやろう

ほっとかへんネット子どもの居場所

場 所

参加年齢

参加費

申込方法

申込締切

ほっと屋って何？

～あそびでつながる人の輪～

１１月２０日（水）

午後３時３０分～５時

芦屋メンタルサポートセンター ３階
（芦屋市浜町 ）

小学校６年生まで（保護者同伴可）

２０２４年１１月１９日（火）当日参加 ！

主催 芦屋市社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネットあしや）

後援 芦屋市教育委員会

芦屋市内の社会福祉法人が集まって、子どもたちが交流できる

居場所をつくろう！と考えて立ち上げたサークル（輪）です。

一緒に創り、一緒に遊び、一緒に笑いませんか？

楽しい時間が一緒なら、そこが居場所・・・。

下記 または右の コードからお申込みください。

https://forms.gle/JHbjdXrmcKkbbuWL7

お問い合わせ 芦屋市社会福祉協議会（担当 針山、和田）

電話 ：

ほほっっとと屋屋

無料

サークル

芦芦屋屋ﾒﾒﾝﾝﾀﾀ
ﾙﾙｻｻﾎﾎﾟ゚ｰーﾄﾄ
ｾｾﾝﾝﾀﾀｰー
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S
N
S
を
採
用
活
動
に
活
用
す
る
際
、

法
人
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
ま
ず
知
っ
て
も

ら
い
潜
在
層
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
次
に

興
味
を
持
っ
た
方
に
仕
事
先
と
し
て
意

識
い
た
だ
く
情
報
を
伝
え
る
と
い
う
段

階
的
な
戦
略
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

研
修
の
最
後
に
は
、
参
加
者
間
の
情

報
交
換
を
実
施
。「
利
用
者
を
映
す
場

合
の
同
意
書
の
扱
い
」「
組
織
内
の
ル
ー

ル
作
り
」
な
ど
よ
り
良
い
S
N
S
運

用
に
向
け
た
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

県
社
協
で
は
、
今
後
も
各
法
人
の
人

材
確
保
を
支
え
る
た
め
、
情
報
発
信
や

採
用
担
当
者
間
の
交
流
も
で
き
る
研
修

を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

社
会
福
祉
政
策
の
充
実
に
向
け
て

社
会
福
祉
情
勢
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

11
月
27
日
、
兵
庫
県
社
協
社
会
福
祉

政
策
委
員
会
は
、
社
会
福
祉
法
人
や
社

協
、
福
祉
関
係
団
体
の
役
職
員
76
名
の

参
加
を
得
て
、「
令
和
6
年
度
社
会
福

祉
情
勢
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
や

包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
が
進
む「
地

域
福
祉
の
政
策
化
」
の
時
代
に
、
社
会

福
祉
法
人
や
社
協
な
ど
福
祉
関
係
者
に

求
め
ら
れ
る
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域

づ
く
り
を
考
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
武
庫
川
女
子
大
学
心
理
・

社
会
福
祉
学
部
教
授
の
松
端
克
文
氏
を

迎
え
、「
地
域
福
祉
の
政
策
化
の
時
代

に
お
け
る
社
会
福
祉
法
人
・
社
協
の
役

割
」
と
題
す
る
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
で
は
、
社
会
福
祉
法
に
位
置

付
け
ら
れ
た
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整

備
の
「
地
域
づ
く
り
」
に
お
い
て
、
専

門
職
に
よ
る
支
援
に
加
え
、
住
民
参
加

に
よ
る
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
へ
の
支

援
に
も
頼
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
も
の

の
、
人
口
減
少
や
単
身
化
等
の
進
行
を

背
景
に
、
地
域
社
会
の
あ
り
様
が
変
容

し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
と
の
指
摘
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
や
事
業
が
実
施
さ
れ

る
一
方
、
実
際
の
生
活
課
題
に
ど
れ
だ

け
対
応
で
き
て
い
る
の
か
、
そ
の
効
果

に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
課
題

提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、地
域
福
祉
を
進
め
る
上
で
は
、

個
々
の
関
心
事
で
つ
な
が
る
機
会
づ
く

り
や
、
多
様
な
住
民
が
共
存
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
、
ま

ず
は
身
近
な
地
域
で
集
い
、
交
流
し
、

話
し
合
う
場
づ
く
り
を
、
専
門
職
が
積

極
的
に
関
与
し
な
が
ら
各
地
域
で
進
め

て
い
く
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
得
た
気
づ
き
を

生
か
し
、
県
社
協
で
は
本
委
員
会
の
会

員
と
共
に
政
策
提
言
の
充
実
に
向
け
た

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

人
材
確
保
に
S
N
S
の
活
用
を

～
福
祉
人
材
確
保
・�

�

　
定
着
力
向
上
研
修
を
開
催
～

 12
月
17
日
、
県
社
協
で
は
、
福
祉
人

材
の
確
保
や
法
人
の
P
R
に
向
け
て
、

若
者
に
普
及
し
て
い
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
やTiktok

な
ど
の
S
N
S
の
活
用

に
つ
い
て
学
ぶ
、「
福
祉
人
材
確
保
・

定
着
力
向
上
研
修
」
を
開
催
。
県
内
の

社
会
福
祉
法
人
等
の
人
事
・
採
用
担
当

者
1
0
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
介
護
福
祉
士
の
養
成
校
で
あ

る
姫
路
福
祉
保
育
専
門
学
校
介
護
福
祉

学
科
長
の
鳥
羽
氏
か
ら
は
、
学
生
の
就

職
活
動
の
傾
向
に
つ
い
て
、「
人
間
関

係
の
良
さ
を
重
視
し
、
実
習
な
ど
で
雰

囲
気
を
知
っ
て
か
ら
応
募
す
る
こ
と
が

多
い
」
と
、
職
員
間
連
携
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
る
実
情
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
く
講
義
で
は
、「
S
N
S
・
シ
ョ
ー

ト
動
画
の
活
用
術
」
と
題
し
、
S
N
S

運
用
や
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
を
行
う
セ
ン

ト
ラ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
合
同
会
社
の
田
中
氏

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の“
は
て
に
ゃ
ん
”

こ
と
星
野
氏
が
登
壇
し
、
各
S
N
S

の
特
徴
の
比
較
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ

せ
た
使
い
分
け
の
工
夫
な
ど
、
実
体

験
を
も
と
に
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県社協TOPICS

松端教授からは、地域福祉を取り巻く実情や求められる取り
組みについて提起がありました

講義では、各SNSの特徴・ターゲットを把握し、使い分け
ることもポイントになることが共有されました
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見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

新
年
福
祉
の
つ
ど
い

1
月
11
日
、
神
戸
市
の
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、「
令
和
7
年
新
年
福
祉
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
、
市
町
社
協
、
社
会
福
祉

施
設
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
関
係

団
体
な
ど
の
福
祉
関
係
者
約
2
3
0
名

が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

主
催
者
で
あ
る
入
江
武
信
県
社
協
会

長
か
ら
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
、
来
賓

を
代
表
し
て
齋
藤
元
彦
県
知
事
、
浜
田

知
昭
県
議
会
議
長
の
両
名
か
ら
の
挨
拶

が
あ
り
、
誰
も
が
安
全
安
心
に
暮
ら
せ

る
兵
庫
づ
く
り
や
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。つ

ど
い
の
参
加
者
は
歓
談
を
し
な
が

ら
交
流
を
深
め
、
新
年
に
あ
た
っ
て
相

互
の
連
携
や
協
働
を
図
り
、
共
に
地
域

福
祉
の
推
進
を
誓
い
合
う
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

寄
付
・
寄
贈
の
お
礼

県
社
協
で
は
、
寄
付
や
寄
贈
を
、
地

域
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
令
和
6
年
11
月
以
降
に
善

意
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

温
か
な
善
意
に
対
し
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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社
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町
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売
協
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連
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会
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庫
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車
フ
ェ
ア
様

古
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フ
ェ
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様
よ
り
県
社
協
へ

浄
財
の
寄
付

■■��
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西
遊
技
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商
業
協
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合
様
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西
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福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
の
ご
案
内

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
福
祉
の

就
職
総
合
フ
ェ
ア
」を
、3
月
15
日
に
神

戸
国
際
展
示
場
2
号
館
で
開
催
し
ま
す
。

1
0
0
を
超
え
る
法
人
が
出
展
の
福

祉
施
設
・
事
業
所
ブ
ー
ス
で
面
談
が
で

き
る
ほ
か
、
福
祉
職
場
へ
の
就
職
・
資

格
に
か
か
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
併
設
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
学
生

と
福
祉
現
場
の
若
手
職
員
と
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。　

詳
細
は
福
祉
の
就
職
総

合
フ
ェ
ア
の
特
設
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ご注意

● マスクの着用にご協力ください。
● 発熱など風邪の症状がある場合は、
　ご来場をご遠慮ください。〒651-0062 神戸市中央区坂口通2-1-1

兵庫県福祉センター内

［主催］兵庫県社会福祉協議会、兵庫県 ［共催］全国社会福祉協議会 ［後援］厚生労働省、兵庫労働局 ［協賛］神戸公共職業安定所（ハローワーク神戸）
［協力］兵庫県社会福祉法人経営者協議会、兵庫県社会福祉法人経営者協議会青年協議会、ひょうご介護テクノロジー導入・生産性向上支援センター

� 078-271-3881

● 福祉施設等の採用担当者との個別面談
● 福祉職場への就職や資格に関する各種相談コーナー etc.
※雇用保険に係る「求職活動実績」の証明も発行します

個別面談

福祉のお仕事がわかる

ガイドブック
就職活動に役立つ

素敵なグッズ

令和6年度 第2回

 介護ロボット体験もできます!

お問い合わせ

社会福祉法人
兵庫県社会福祉協議会兵庫県福祉人材センター

学生と若手職員との交流イベント

Present

会場 | 神戸国際展示場 2号館

参加費
無料

入退場
自由

履歴書
不要

  無資格・
未経験OK

服装自由 福祉のお仕事に興味・関心がある方は
どなたでもご参加いただけます

令和7年 3月15日㊏ 13:00-16:30
（入場は16:00まで）

福祉の就職
総合フェア

兵庫

14:00～15:30
時間

高校生、短大生、
大学生、専門学校生

対象

福祉の仕事の
本音を聞いてみよう！

最新の

作：尼子騒兵衛

イベントの詳細はフェアの
特設サイトでチェック！

就職フェアの
特設サイトはこちら
（参加申込や法人のチェック）

県社協TOPICS

新たな一年に向けて、
齋藤元彦県知事より挨拶

一般社団法人生命保険協会兵庫県協会様からの
車両、車いす贈呈にかかる寄贈式

就職総合フェア　チラシ
就職総合フェアの
特設サイトはこちら�

▲


